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人口　62,518人（－ 18）
男　　31,277人（－ 14）
女　　31,241人（－  4）
世帯　23,984戸（＋ 12）
※12月末日現在。
（　）内は前月比。

■白井市地域防災計画（素案）意見募集 …4
■市自治連合会小学校区支部の事業に
　参加しませんか…………………………4
■第2期「介護予防推進員」募集 ………5
■非常勤職員・臨時職員募集……………6
■順天堂大学と連携協働に関する協定を
　締結………………………………………7
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市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
を

2
月
17
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
2
月
17
日
㈪
か
ら
3
月

17
日
㈪
ま
で
市
役
所
で
、
市
・
県
民

税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
け
付
け
お
よ
び
自
書
指
導
を
行
い

ま
す
。

　
個
別
申
告
相
談
は
17
日
㈪
か
ら
28

日
㈮
ま
で
で
、
順
番
の
受
け
付
け
は
、

午
前
8
時
か
ら
先
着
順
で
行
い
ま
す
。

　
日
程
や
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ろ
い
1

月
15
日
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
直
接
課
税
課
市
民

税
班
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
青
色
申
告
や
消
費
税
、
贈

与
税
、
株
式
・
土
地
の
譲
渡
所
得
な

ど
の
申
告
書
の
作
成
や
相
談
は
、
市

で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
提
出
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

※
還
付
申
告
は
、
す
で
に
給
与
な
ど

の
支
払
い
の
際
に
、
所
得
税
が
差
し

引
か
れ
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
申
告
が
必
要
な
人

　
市
・
県
民
税
の
申
告
ま
た
は
確
定

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
26
年
1

月
1
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
25
年
中
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

【
市
・
県
民
税
】

●
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
な

い
が
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
各
種
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
、
ほ
か
の
所
得
が
な
か
っ
た
人

●
所
得
が
な
く
、
ほ
か
の
誰
の
扶
養

親
族
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
人

●
他
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
納
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人

【
所
得
税
】

〈
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
〉

●
平
成
25
年
中
の
所
得
の
合
計
が
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
場
合

で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

〈
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
〉

●
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
た
人

●
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
た
人

●
2
カ
所
以
上
の
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

●
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
平
成
25
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
自
書
指
導
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
申
告
者
自
身
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
会
場
に
配
置
す
る
指
導

員
が
巡
回
し
な
が
ら
申
告
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
、
自
書
指
導
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
計
算
な
ど
が
複
雑
で
個
別
に
指
導

を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
収
入
金

額
や
必
要
経
費
、
各
種
控
除
に
か
か

る
書
類
を
整
理
し
、
農
業
者
や
事
業

者
な
ど
は
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
作
成
済
み
の
確
定
申

告
書
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
公
的
年
金

の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
の
確
定
申
告
書
は
提
出
で
き
ま

す
。

　
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で

も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
の
な
い
生
命
保
険
料
な
ど
の

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
電
子
申
告
が
便
利
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
電
子
申
告
を
推
進
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書

な
ど
の
作
成
が
簡
単
に
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
申
告
は
、
初
期
登
録
を
含
む

一
連
の
操
作
で
確
定
申
告
書
の
作
成

か
ら
送
信
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
そ
の
ま
ま
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
便
利
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
　
市
・
県
民
税
　
課
税
課
市
民
税

班
　
内
線
3
1
3
1
〜
3

　
所
得
税

成
田
税
務
署

　
☎
0
4
7
6
（
2
8
）

5
1
5
1
（
代
表
）

減築改修+新築による整備のイメージ図

現庁舎を減築改修 新築庁舎

現保健福祉センター

　市役所庁舎は、耐震性能の不足や施設の老朽化など、

多くの課題を抱えています。市では、これらの課題を解
消し、市民の皆さんの安心・安全の確保と利便性の向上
を図るため、庁舎整備に向けた取り組みを進めています。
　今年度から、「白井市庁舎建設等検討委員会」において
検討を進め、昨年12月に庁舎整備の基本となる「庁舎整
備基本計画（案）」がまとまりましたので、概要をお知ら
せします。（詳しくは2～ 3ページ）
■問　管財契約課管財契約班　内線 3341・2

市民の安心・安全の確保と利便性の向上を図るため

市役所庁舎整備に取り組んでいます

相談しながら申告するなし坊とかおり
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庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

庁
舎
整
備
の
必
要
性
　

　
現
市
役
所
庁
舎
は
、
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
き
、
昭
和
56
年
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
、
耐
震
性
能
が
不
足
し
て

い
る
ほ
か
、
外
壁
や
設
備
な
ど
の
老

朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
*

な
ど
建
設
後
の
社
会
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
整
備

や
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
拠
点
と
し

て
の
機
能
も
備
え
た
新
庁
舎
の
整
備

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
平
成
23
年
度
に
有
識
者
や
公
募
市

民
な
ど
に
よ
り
設
置
し
た
「
白
井
市

役
所
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」
か
ら

は
、
整
備
が
急
が
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

整
備
手
法
と
し
て
は
、「
減
築
+
新

築
」
案
が
有
力
で
あ
る
旨
の
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
は
各
種
調
査
検
討
を

進
め
、
本
年
度
か
ら
は
、
市
議
会
議

員
、
有
識
者
、
公
募
市
民
な
ど
に
よ

り
新
た
に
「
白
井
市
庁
舎
建
設
等
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
目
的   

①
概
略
の
施
設
規
模
、
目
標
と
す
る

事
業
費
お
よ
び
財
源
、
施
設
機
能
、

敷
地
利
用
お
よ
び
各
部
署
の
配
置
な

ど
の
計
画
策
定

②
平
成
23
年
度
の
提
言
に
示
さ
れ
た

比
較
検
討
案
3
案
（「
新
築
案
」「
改

修
案
」
「
減
築
＋
新
築
案
」）
を
精

査
し
、
今
回
さ
ら
に
L
C
C
（
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
3
ペ
ー
ジ
参

照
））
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
整
備
手
法
を

選
定

③
基
本
設
計
に
向
け
た
課
題
の
整
理

庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

庁舎整備の基本理念・基本方針
　市の最上位計画である「第 4次総合計画」の将来像である「市民と築く安心で健康なまち　しろい」の実現に向けて、4つの庁舎整備の「基

本理念」を掲げ、その基本理念を具現化する方策として 10 項目の「基本方針」をまとめました。

白
井
市
の
将
来
像

　「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち

　
し
ろ
い
」

（1）人・暮らし・ 
      命を守る拠点 
      としての庁舎

（2）市民主体のま
　　ちづくりと市
　　民協働を進め
　   る開かれた庁舎

（3）市民の財産で
      ある豊かな緑
      と水を守る環 
      境にやさしい  
      庁舎

（4）行き届いた行
      政サービスを
      提供する庁舎

基本理念

①市民を守る防災・防犯拠点としての庁舎
②全ての利用者にやさしい庁舎
③個人情報、行政情報のセキュリティを強化  
　した庁舎
④効率的で働きやすい庁舎
⑤市民の声が集約される議会機能を確保した        
　庁舎
⑥市民協働・市民活動に配慮した庁舎
⑦市のシンボルとして市民が親しみをもてる
　白井市らしい庁舎
⑧環境に配慮した庁舎
⑨市民の親しみと良好な職場環境が経済的に
　持続可能（サスティナブル *）な庁舎
⑩未来を見据え、変化にフレキシブル（柔軟）
　に対応できる庁舎

基本方針

③  プライバシーを保護できる窓口の例

庁舎建設等検討委員会の様子

① わかりやすい案内カウンターの例

② わかりやすいサインの例

④ 環境に配慮したソーラーパネルの例

█  防犯機能の強化
　防犯機能などを強化するため、「印西警察署の分庁舎など」の設置に向け、
千葉県警察本部と協議を進めます。
※警察署の分庁舎などを市役所内に設置することにより、白井地域における事件事
故への迅速・的確な初動対応が図れます。また、運転免許証の住所変更などを行う
警察窓口として、市民の利便性向上が図れます。

•外壁の老朽化

•屋上防水の劣化

•断熱性能不足

•雨漏りの発生

現庁舎の抱える課題
建築に関する課題 設備に関する課題

機能に関する課題各法令に関する課題

•昇降機・電気設備・機械設備・給

排水設備・議場設備の老朽化

•建設後の法律改正や新たな法律の
制定により、現行法令に適合してい
ない部分があります。（建築基準法、
バリアフリー法、省エネ法など）

•不十分な防災拠点機能
•情報管理機能・ICT 対応の遅れ
•執務室・相談室などのスペース不足
•わかりにくい窓口
•保健福祉センターとの連絡の不便

ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備

手すりの無い階段（バリアフリー法に不適合） 煩雑でわかりにくい窓口周り

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

•耐震強度の不足 （最小 Is 値 0.52）*

写真①～③は「さいたま市南区サウスピア」
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庁舎の整備手法の選定
　整備手法は次の 3案について、LCC（ライフサイクルコスト）、保健福祉センターと
の連携、工事期間中の業務への影響など、多様な視点から比較検討し、選定しました。

検討にあたって 既存庁舎の長寿命化
の検討
　コンクリートの劣化状況
など、既存躯体の耐久性に
ついて調査、検討の結果、
部分的に劣化している箇所
の補修・修繕を行うことに
より、改修から 50 年程度
使い続けることが可能であ
ると判断しました。

①建設規模については、現庁舎の規模約 9,000 平方㍍に新たな機能

　などが追加されることを考慮して 11,000 平方㍍と想定しました。

②既存躯
くた い

体の耐久性（長寿命化）について確認した上で、LCC の

　算定期間は 50 年としました。

③既存改修部分については、躯体の劣化部分は補修し、電気・機械

　設備、内外の仕上げは新築と同等に更新するものとしました。

　経済性や機能性から比
較検討した結果、総合的
にＣ案が庁舎の整備手法
として最も適当であると
判断しました。

　今後、基本設計
はＣ案「減築 +
新築案」をベース
として進めます。

基本設計での
課題

●適正な規模の設定
●耐震性確保のため
　の構造形式の選定
●建設コストの縮減
　および各種補助金
　の活用
●建設工期の短縮
●事業手法（発注方
　法）の検討

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
建設費（税抜き）　　　　（A） 3,845,000 3,529,000 3,038,000
修繕・更新費（税抜き）   （B） 4,628,000 4,643,000 4,596,000
LCC（税抜き）　　　 （A+B） 8,473,000 8,172,000 7,634,000

動線計画 
（保健福祉センターとの連携）

現状より悪くなる
現状よりやや改善
する

現状より改善する 
（屋内通路により
接続）

工事期間中の業務への影響 小さい
大きい 

（仮設庁舎が必要）
小さい

工期 最も短い 長い 短い
プランニングの自由度 最も高い 低い 高い
建設に伴う廃棄物の量 大 小 中

█C案　配置図

保健福祉センター

車庫
減築改修棟

新築棟

駐車場エリア
駐車場エリア

駐車場エリア

駐車場
エリア

駐車場
エリア

県道千葉ニュータウン北環状線

県
道
白
井
停
車
場
線

住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

█ 財源　
種別 金額（千円）

国の補助金など 67,000 
地方債 2,350,000 
千葉県市町村振興資金貸付金 357,000 
公共施設整備保全基金 463,000 
一般財源 168,000 
合計（税抜き） 3,405,000 

█ 事業費
項目 金額（千円） 備　考

建設工事費 3,038,000 
外構工事費、解体費など
含む

附帯施設費 85,000 
太陽光発電、梨棚コリ
ドール（連絡通路）など

設計費 
引越し費など

282,000 －

事業費合計 
（税抜き）

3,405,000 －

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
】

　「
情
報
通
信
技
術
」
の
略
。

情
報
処
理
お
よ
び
情
報
通
、
つ

ま
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
諸
分
野

に
お
け
る
技
術
・
産
業
・
設
備
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
。

【
Ｉ
ｓ
値
】

　
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
指
標

（
構
造
耐
震
指
標
）。
Ｉ
ｓ
値
0.6

以
上
は
耐
震
性
能
を
満
た
し
、

大
規
模
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
低
い
と

さ
れ
て
い
る
。

【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
】

　「
持
続
可
能
な
」
と
い
う
意

味
。
将
来
の
環
境
や
次
世
代
の

利
益
を
損
な
わ
な
い
範
囲
内
で

社
会
発
展
を
進
め
よ
う
と
す
る

理
念
。

*
用
語
解
説

（単位：千円）

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
開
始

9
時
30
分
）

場
所
　
白
井
市
役
所
6
階
正
庁

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

募
集
期
間
　
1
月
28
日
㈫
〜
2

月
21
日
㈮

閲
覧
場
所
　
市
役
所
、図
書
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
た
だ
し
、

閉
庁
日
を
除
く
）

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班  

内
線
3
3
4
1
・
2

　

  h
t

tp://w
w
w
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.sh
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i.c
h
ib
a
.jp
/d
e
ta
il/

ch
ou
sh
a-seibi.h

tm
l

　
市
で
は
、
左
記
の
と
お
り
、

「
白
井
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
案
）」
の
住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

募
集
）
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
白
井
市
庁

舎
建
設
等
検
討
委
員
会
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　

█ 整備手法ごとの比較

比較検討案

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
【既存免震改修＋新築案】 【既存減築改修＋新築案】

既存庁舎を全て取り壊し、新たに
11,000平方㍍の庁舎を建設する案

既存庁舎9,000平方㍍については耐震
化および老朽箇所の改修を行い、2,000
平方㍍を建設（新築）する案

既存庁舎9,000平方㍍については建物
の軽量化（4,000平方㍍の減築）によ
り耐震性を確保し、6,000平方㍍を建
設（新築）する案

整備手法

案の概要

【新築案】

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

LCCの検討
　一般的に LCCとは、企画・設計から、
建設、運用管理、最終的な解体再利用
まで、建築物の生涯にわたる全てのコ
ストの合計を指しますが、整備手法選
定のために LCCを比較する上では、「建
設」および運用管理の中の「修繕・更
新」にかかるコスト以外についてはＡ・
Ｂ・Ｃ案でほとんど差異が生じないた
め、「建設費」と「修繕・更新費」を算
出し、その合計を LCCとしました。

NTT

文化センター

白
井
駅
⬇

Ｈ 25年度 Ｈ 26 年度 Ｈ 27 年度 Ｈ 28 年度 Ｈ 29 年度 Ｈ 30 年度
基本計画

整備手法の選定・庁舎に必要な機
能などの整理・課題の抽出など

基本設計

具体的な機能などの配置・規模の
検討・構造形式の選定など

実施設計

基本設計内容の精査・工事発注用
図面の作成・確認申請など

1 期工事

（新築棟工事）

2 期工事

（減築改修棟工事）

H26 年 2月

確認申請

新庁舎開庁
H29 年 4月

全庁舎開庁

引越し

引越し

H30 年 4月

█ 事業スケジュール
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明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
入
賞
作
品

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
政
治
や
選
挙

へ
の
関
心
を
高
め
、
明
る
い
選
挙
の

推
進
を
目
的
と
し
て
、
市
内
小
・
中

学
校
の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し
た

「
明
る
い
選
挙
」
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
千
葉
県
選
挙
管
理

委
員
会
と
千
葉
県
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
審
査
を
受
け
、
ポ
ス
タ
ー

の
部
で
大
山
口
小
学
校
6
年
の
矢
野

百
夏
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
に
入
賞
し

ま
し
た
。

※
応
募
作
品
は
、
2
月
4
日
㈫
か
ら

14
日
㈮
ま
で
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で

展
示
し
ま
す
。

〜
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

「
白
井
市
地
域
防
災
計
画
（
素
案
）」

の
意
見
を
募
集

　  「
白
井
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
白
井

市
防
災
会
議
が
作
成
す
る
計
画
で
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
際
、
市
民
の
生
命
や
身
体
お
よ

び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
16
年
に
策
定
し
た
計
画
で

す
。

　
市
で
は
、
現
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
新
た
な
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
の
と
り
ま
と
め

結
果
お
よ
び
意
見
に
対
す
る
市
の
対

応
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
が
、
各
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

期
間
　
2
月
3
日
㈪
〜
18
日
㈫

閲
覧
場
所
　
市
民
安
全
課
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、図
書
館
、各
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や

団
体
、
市
内
に
土
地
を
有
す
る
人

申
・
問

　
意
見
の
提
出
は
、
所
定
の

用
紙
（
市
民
安
全
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
と

意
見
を
記
入
の
上
、
2
月
18
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
図
書
館
お

よ
び
各
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
回

収
箱
に
、
投
函
か
直
接
市
民
安
全
課

西白井地区コミュニティ施設用地活用
検討会議から提案書が提出されました
　市では、西白井地
区（ベリーフィール
ド）に所有している
コミュニティ施設用
地の土地活用や必要
な施設などについて
「西白井地区コミュニ
ティ施設用地活用検
討会議」を設置し、市
民参加により検討してきました。
　このたび検討結果がまとまり、平成25年12月9日に黒添
誠検討会議会長から伊澤市長に提案書が提出されました。
　提案書では、西白井地区には住民が活動できる拠点がな
いので、コミュニティ施設を早急に整備すべきであるなど
の提案がありました。
　提案内容については、今後、財政面や施設概要などを含
め検討していきます。
　提案書は、市民活動支援課や情報公開コーナー、図書館、
市ホームページ、各センターで閲覧することができます。
【西白井地区コミュニティ施設用地の概要】
所在地　白井市西白井2丁目16番1
面積　2,500平方㍍
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151・2

問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
3

3
1
2
・
3

友
好
都
市
提
携
週
間

〜
私
た
ち
の
友
達
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
〜

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
ビ
ク
ト
リ

ア
州
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と
平
成
10
年

2
月
13
日
に
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、

今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
提
携
後
は
、
市
民
や
中
学
生
同
士

の
相
互
訪
問
や
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
の
交
換
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ピ
市
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
2
月
13
日
㈭
か
ら
19
日
㈬

ま
で
の
期
間
を
「
友
好
都
市
提
携
週

間
」
と
し
、
期
間
中
は
写
真
展
の
開

催
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
映
を
行

い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
写
真
展

日
時
　
2
月
13
日
㈭
〜
19
日
㈬

　
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
夜
空
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
星
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
　
午

後
1
時
30
分
〜

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

観
覧
料
　
市
内
在
住
者
　
大
人
2
1

0
円
、
子
ど
も
1
0
0
円
　
市
外
在

住
者
　
大
人
3
1
0
円
、
子
ど
も
1

5
0
円

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
2
月
28
日
㈮
は
次
の
市
税
な
ど
の

納
期
限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
4

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
8
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
8
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
8
期
分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2

1
〜
5

国
民
年
金
保
険
料
は
口

座
振
替
で
の
納
付
を

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
次
の
よ
う
な

割
引
制
度
も
あ
り
便
利
で
安
心
で
す
。

【
早
割
】

　
各
月
分
の
通
常
納
付
は
、
翌
月
末

の
振
り
替
え
で
す
が
、
各
月
分
の
保

険
料
を
当
月
末
の
振
り
替
え
に
変
更

す
る
と
、
保
険
料
か
ら
月
額
50
円
が

割
り
引
か
れ
ま
す
。

【
6
カ
月
・
1
年
・
2
年
分
前
納
】

　
6
カ
月
分
か
1
年
分
の
保
険
料
を

ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、

一
定
割
合
の
金
額
が
割
り
引
か
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
4
月
か
ら
新
た
に
「
2
年

分
前
納
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

【
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
す
る
場
合
】

　
4
月
か
ら
口
座
振
替
で
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま

た
は
船
橋
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
振
替
日
は
6
カ
月
分
が
4
月
30
日

㈬
と
10
月
31
日
㈮
、
1
年
・
2
年
分

が
4
月
30
日
㈬
な
の
で
口
座
の
残
高

不
足
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
通
常
納
付

（
翌
月
末
の
振
り
替
え
）
の
み
と
な

り
ま
す
。

問
　
船
橋
年
金
事
務
所

　
☎
0
4
7

（
4
2
4
）
8
8
1
1
、
保
険
年
金

課
保
険
年
金
班
　
内
線
3
1
7
4

移
動
交
番
を
開
設
し
ま
す

　
2
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
8
日
㈯
、
22
日
㈯
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
運
動
公
園
、
7

日
㈮
、
28
日
㈮

　
午
後
2
時
〜
4
時
、

21
日
㈮

　
午
後
3
時
〜
4
時
・
セ
ー

ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店
（
西
白
井
）  

、

12
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午
・
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
白
井
河
原
子
店

臨
時
開
設
　
14
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

2
時
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
（
印
西
市
）

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課

　
☎
0
4

各小学校区の事業概要

小学校区 白井第三小学校区支部 大山口小学校区支部

日程 2月23日㈰ 3月15日㈯

時間 10：00 ～ 12：00 9：30 ～ 12：00

場所
白井第三小学校グラウンド
※雨天時は体育館で行います。

大山口小学校グラウンド
（小雨決行）

内容

【防災（避難）訓練】
一時避難所からの避難訓練、
消火訓練、応急処置体験、
AEDの使用方法、煙体験など

【防災訓練】
安否確認、一時避難所からの
避難訓練、避難者集計訓練、
消火訓練、応急処置体験など

対象者 白井第三小学校区在住者 大山口小学校区在住者

問い合
わせ先

太田　☎（444）5580 竹内　☎（491）1273

市自治連合会小学校区支部の事業に参加しませんか
　市自治連合会では、小学校区支部ごとに自主的な活動を実施して
います。
　事業は各小学校区の在住者を対象として実施し、自治会に加入し
ていない人も参加することができますので、対象の地域に住んでい
る人で詳細を知りたい人は、直接、支部事業問い合わせ先に連絡し
てください。
　参加する人は、当日上履きと靴入れを持参してください。（体育館
で開催される場合のみ）
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151・2

消
防
防
災
班
　
☎
内
線
3
3
2
3
・

5
・

（
4
9
1
）
3
5
1
0
・
{ 

shim
in-anzen@

city.shiroi.

ch
iba.jp

へ

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

　
内
線
2

9
1【

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
】

◆
ご
み
集
積
所
か
ら
の
資
源
物
の
抜

き
取
り
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
最
近
、
新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
の
資

源
物
が
ご
み
集
積
所
か
ら
抜
き
取
ら

れ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

資
源
物
を
定
期
収
集
す
る
車
両
に
対

し
て
右
の
写
真
の
よ
う
な「
掲
示
旗
」

を
付
け
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
掲
示
旗
が
無
い
車
両
（
資
源
回
収

団
体
の
収
集
車
両
は
除
く
）
が
資
源

物
を
収
集
し
て
い
た
ら
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
や
特
徴
な
ど
を
記
録
し
、
市
環

境
課
ま
た
は
、
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
印
西
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班
　
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
2
7
3
2

◆
粗
大
ご
み
・
燃
や
さ
な
い
ご
み
の

直
接
搬
入
に
つ
い
て

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

粗
大
ご
み
や
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
処

理
施
設
の
定
期
補
修
工
事
を
、
2
月

8
日
㈯
か
ら
16
日
㈰
ま
で
実
施
し
ま

す
。

　
工
事
期
間
中
の
粗
大
ご
み
・
燃
や

さ
な
い
ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務

班
　
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3

2

矢野さんの作品

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

提言書を手渡す黒添会長（右側）

掲示旗が目印です

応急手当の様子を見学する参加者
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子ども記者体験の様子

的
に
学
ぶ
「
ジ
ュ
ニ
ア
記
者
ク
ラ

ブ
」
や
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の

「
子
ど
も
記
者
体
験
」
な
ど
を
実

施
し
、
実
際
に
体
験
し
た
子
ど
も

か
ら
は
、
記
事
を
書
く
こ
と
で
、

身
の
回
り
の
出
来
事
や
自
分
の
考

え
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
千
葉
県
教

育
委
員
会
の
「
ち
ば
家
庭
・
学
校
・

地
域
応
援
企
業
等
登
録
制
度
」
に

も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
経
営
理
念
で
あ
る

「
幸
せ
に
な
ろ
う
」
が
顧
客
だ
け

で
な
く
社
員
に
も
向
け
ら
れ
て
お

り
、
P
T
A
会
長
と
し
て
子
ど
も

の
成
長
を
間
近
で
見
守
っ
た
こ
と

が
、
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ

た
経
験
か
ら
、
社
員
が
我
が
子
の

成
長
を
見
守
る
た
め
に
、
休
暇
を

取
り
や
す
い
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
㈱
エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス
で

す
が
、
社
長
に
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
聞
く
と
「
当
社
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
地
域
貢
献
と
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
続
け
、
地
域
と
学
校
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
り
た
い
。
ぜ

ひ
、
新
聞
を
か
わ
い
が
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
を
通
じ
た
地
域
、
教
育
へ

の
熱
意
に
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
け
や
き
台
に
あ
る
「
株
式
会
社

エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス
」
は
、
能
登

昭
博
社
長
が
昭
和
62
年
に
当
時
の

「
朝
日
新
聞
白
井
専
売
所
」
を
引

き
継
い
だ
後
、
創
業
し
、
平
成
3

年
に
法
人
化
し
ま
し
た
。

　
㈱
エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス
は
、
新

聞
販
売
が
本
業
で
す
が
、「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
目
指
し

て
い
ま
す
。
自
ら
地
域
情
報
紙
を

発
行
し
て
市
民
や
店
舗
の
交
流
の

場
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

顧
客
の
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
に
対

し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
地

域
貢
献
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

独
自
に
購
読
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
設
け
て
お
り
、
貯
め
た
ポ
イ

ン
ト
は
市
内
の
協
力
店
で
の
買
い

物
に
も
利
用
で
き
る
な
ど
、
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
子
ど
も
の
言
葉
の
力

を
育
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
の
仕
方
か
ら
写
真
の
撮
り

方
、
原
稿
の
書
き
方
ま
で
を
体
系

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

〜
新
聞
を
通
じ
た

　
　
　
　
地
域
と
教
育
へ
の
熱
意
〜

株
式
会
社
エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス

味み

そ噌
づ
く
り
体
験
講
座

　
大
豆
を
煮
た
後
、
米
麹

こ
う
じと
合
わ
せ
、

無
添
加
の
味
噌
を
作
る
「
味
噌
づ
く

り
」
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
農
産
物
加
工
研
究
会
の
皆
さ
ん
が

基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
ま
す
。

日
時

　
2
月
26
日
㈬

　
正
午
〜

場
所

　
農
産
物
加
工
研
究
室
（
旧
中

央
公
民
館
別
館

　
根
63
―
2
）

対
象

　
市
内
在
住
者

　
16
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
こ
の
講
座
に
初
め
て
参
加
す
る
人

を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
用
タ
オ
ル
、
10
㌔
㌘
用
の
味
噌
樽た

る

11

白井市景観基本計画等策定検討委員会から提言書
が提出されました
　市では、景観形成の理念や景観づくりの基
本的な考え方について調査・検討を行うため
「白井市景観基本計画等策定検討委員会」を設
置し、これまで12回の会議を重ね検討してき
ました。
　このたび検討結果がまとまり、平成25年12
月27日に竹本清一検討委員会会長から伊澤市
長に「景観基本計画提言書」が提出されました。
　提言書には、市の代表的な景観資源、市が
目指すべき景観形成の目標や理念が示されています。
　提言書は、都市計画課や情報公開コーナー、市のホームページで閲覧する
ことができます。
■問　都市計画課計画整備班　内線3236・7

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
材
料
費
・

保
険
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
（
1
人
1
枚
）

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
2
月
12
日
㈬
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5
2
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
7
日
か
ら
10

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
項
目
　
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

聖
護
院
ダ
イ
コ
ン
、
ト
マ
ト

県
検
査
項
目
　
ネ
ギ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

「
ふ
る
さ
と
農
園
」
の

利
用
者
を
募
集

利
用
期
間
　
5
月
1
日
㈭
〜
平
成
27

年
3
月
31
日
㈫

※
契
約
更
新
は
2
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
者

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
2
月
19

日
㈬
午
前
10
時
か
ら
、
市
役
所
で
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
結
果
は
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

募
集
内
容

　
左
表
の
と
お
り

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
す
る
農
園
名
を
記

入
の
上
、
2
月
14
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
、
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2

5
2
へ

ふるさと農園　募集内容

農園名
募集
区画数

区画面積 利用料

法目ふるさと
農園

72区画
30平方㍍
（5㍍×6㍍）

9,625円

折立ふるさと
農園

38区画
60平方㍍
（10㍍×6㍍）

19,250円

第
2
期
「
介
護
予
防
推

進
員
」
を
募
集
し
ま
す

〜
介
護
予
防
を
広
め
る
活
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
〜

　
現
在
、
市
は
県
内
で
も
若
い
市
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
急
速

に
高
齢
化
が
進
む
と
予
測
さ
れ
、
12

年
後
は
、
約
3
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元

気
に
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護

予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
介
護
予
防
推
進
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
介
護
予
防
推
進
員
は
、
市
が
独
自

に
作
成
し
た
介
護
予
防
手
帳
の
活
用

方
法
の
説
明
や
配
布
、
市
ご
当
地
体

操
「
梨
ト
レ
体
操
」
を
通
し
て
、
地

域
の
中
で
介
護
予
防
の
重
要
性
を
広

く
市
民
に
伝
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
活
動
し
て
も
ら
い
ま
す
。

募
集
対
象

●
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
の
趣

旨
に
協
力
で
き
、
介
護
予
防
を
推
進

し
て
い
く
意
欲
が
あ
り
、
か
つ
介
護

予
防
推
進
員
任
期
終
了
後
も
地
域
で

活
動
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
人

●
上
表
の
養
成
講
座
（
全
4
回
）
に

す
べ
て
出
席
で
き
る
人

●
市
の
委
嘱
を
受
け
て
、
4
月
か
ら

2
年
間
、
隔
月
1
回
程
度
の
定
例
会

議
に
参
加
で
き
、
市
の
事
業
な
ど
に

年
間
10
回
程
度
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
）

講
座
内
容
　
上
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

報
酬

　
年
2
5
、 

0
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
17
日
㈪
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
、
郵
送
か
直
接
高
齢
者
福

祉
課
高
齢
者
支
援
班
　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3

3
・

 k
ou
reisy

a-fu
k
u
si@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

介護予防推進員養成講座　日程・内容など
日時 内容 講師

2月25日㈫ 介護予防推進員の役割と活動方法について・高齢者疑似体験
高齢者福祉課保健師、
介護予防推進員

2月26日㈬ 高齢者への理解を深めるレクリエーションの実際
日本レクリエーション
協会　小久保伸幸講師

3月3日㈪ 体力測定の理論と測定演習
高齢者における体操実施のポイント

日本介護予防協会　中村
容一講師、椛沢修講師

3月6日㈭ これからの活動にむけて
（グループワーク・交流など）

高齢者福祉課保健師、
介護予防推進員

「
一
日
赤
十
字
講
習
会
」

参
加
者
募
集

　
白
井
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
「
一

日
赤
十
字
」
と
題
し
、
赤
十
字
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
「
災
害
に

備
え
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

や
A
E
D
救
急
法
講
習
を
開
催
し
ま

す
。
昼
食
は
非
常
食
の
試
食
で
す
。

日
時

　
2
月
28
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申
込

み
順
）

申
・
問

　
2
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

か
直
接
、
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
白
井
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福
祉

課
内
）　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
2
へ

白
井
市
赤
十
字
奉
仕
団

の
団
員
を
募
集

　
白
井
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
明

る
く
住
み
や
す
い
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
防
災
訓
練
の

協
力
や
敬
老
会
の
協
力
、
介
護
施
設

な
ど
の
慰
問
、
献
血
ル
ー
ム
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
団
員
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

問
　
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
白

井
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
2

4月から「しろいファミ
リー・サポート・センター」
が移転します
　しろいファミリー・サポート・センター
は子育ての手伝いができる人（提供会員）
と子育ての手助けをしてほしい人（利用会
員）とで会員を組織し、地域において会員
同士で子育てを支援する相互援助活動を
行っています。
　現在保健福祉センターの社会福祉協議会
内にある、しろいファミリー・サポート・
センターが、4月1日から清水口保育園の子
育て支援センター「スマイル」内へ移転し
ます。
　3月末までの利用については、今までど
おりとなります。
■問　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

提言書を手渡す竹本会長（右側）

ふるさとまつりでの様子
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材料（4人分）
レンコン200㌘、片栗粉適量、油適量
【肉だね】ひき肉200㌘、ニンジン50㌘、
乾燥ヒジキ大さじ1/2、酒大さじ1/2、
しょうゆ大さじ1/2、ショウガのすりお
ろし1かけ分
【たれ】酒大さじ3、しょうゆ大さじ1と
1/2、砂糖大さじ1
作り方　①レンコンは皮をむき、偶数枚になるよう5㍉㍍程度の厚
さに輪切りし、水にさらす。ザルに上げたら、水気をふき取る。
②ヒジキは水で戻し、水気をしぼっておく。ニンジンは皮をむき、
みじん切りにする。③ボウルに肉だねの材料を合わせてよく混ぜ、
レンコンの半分の枚数分に分け、軽く丸める。④丸めた肉だねを
レンコンではさんで押し、両面に片栗粉をまぶす。⑤油を敷いた
フライパンで両面焼き、焼き色がついたらたれの調味料を入れて
ふたをする。⑥たれにとろみが出るまで蒸し焼きにする。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　レンコンはビタミンCが多く、食物繊維や粘り成分による整腸作
用、粘膜の保護作用があり、寒い季節を乗り切るための頼もしい
野菜です。レンコンのかみごたえとひき肉のうまみで、満腹感の
あるおすすめの一品です。
1人当たりの栄養価　203㌔㌍　塩分1.5㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ れんこんの
はさみ焼き

心
理
発
達
相
談
員
で
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
を
幅
広
く
選

ん
で
く
れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
く
、

言
葉
の
音
が
面
白
か
っ
た
も
の
や
、

挿
し
絵
が
好
き
だ
っ
た
も
の
な
ど
、

自
分
に
と
っ
て
印
象
深
い
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
自
分
の
人
生
に
大
き
く
影
響

を
与
え
て
く
れ
た
本
と
の
出
会
い

も
あ
り
、
今
の
私
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
3
日
は
「
節
分
」
で
す
ね
。

節
分
に
ち
な
み
、
私
の
お
す
す
め

の
絵
本
は
「
お
に
た
の
ぼ
う
し
」

と
「
ソ
メ
コ
と
オ
ニ
」
で
す
。
ど

ち
ら
も
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
作
品

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
わ
く

わ
く
し
ま
し
た
。
挿
し
絵
も
個
性

的
で
素
敵
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
絵
本
も
市
の
図
書
館

に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

親
子
で
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

心
理
発
達
相
談
員
　
岡
田
沙
枝
子

　
皆
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
絵

本
が
好
き
で
し
た
か
。

　
私
は
、
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
む
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
は
、
言
葉
の
理
解

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
た
り
、
他
の
人

の
気
持
ち
に
気
付
い
た
り
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
性
に

つ
な
が
る
力
を
育
み
、
自
分
の
世

界
を
広
げ
て
い
く
切
っ
掛
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い

っ
た
大
人
の
「
ね
ら
い
」
は
、
子

ど
も
の
興
味
・
関
心
が
な
け
れ
ば
、

結
局
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
大
人
が

絵
本
の
内
容
を
面
白
い
と
思
う
こ

と
が
、
子
ど
も
を
引
き
付
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
母
は
、「
子
ど
も
が
絵
本

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、

ま
ず
は
自
分
が
絵
本
を
楽
し
ん
で

読
む
こ
と
が
大
事
」
と
い
う
話
を

聞
き
、
た
め
し
に
母
が
面
白
そ
う

に
絵
本
を
読
ん
だ
後
、
絵
本
を
置

い
て
お
く
と
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の

私
は
「
こ
の
本
も
読
ん
で
！
」
と
、

本
棚
か
ら
次
々
に
持
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。

大
人
が
わ
く
わ
く
す
る
絵
本
を
！

サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
を

紹
介
し
ま
す

〜
地
域
の
絆
、交
流
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
・
見
て
・
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
現
在
、
市
内
の
40
カ
所
で
、
高
齢

者
や
子
育
て
中
の
人
を
対
象
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
協
力
し
な
が
ら
、

身
近
な
場
所
で
地
域
の
人
々
と
交
流

の
で
き
る
サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
が

定
期
的
に
開
か
れ
て
お
り
、
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
困
り
ご
と

の
相
談
を
し
た
り
、
健
康
づ
く
り
体

操
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
井
助
け

合
い
ネ
ッ
ト
と
協
働
で
、
高
齢
社
会

に
向
け
た
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

れんこんのはさみ焼き

　
地
域
で
交
流
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
人
や
健
康
づ
く
り
を
み
ん
な
で

行
い
た
い
人
、
地
域
に
貢
献
し
た
い

人
な
ど
、
サ
ロ
ン
に
興
味
の
あ
る
人

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
誰

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
2
月
18
日
㈫
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
サ
ロ
ン
の
紹
介
ビ
デ
オ
上
映

会
、
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
、

市
民
大
学
卒
業
生
に
よ
る
サ
ロ
ン
立

ち
上
げ
体
験
談
な
ど

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

マ
タ
ニ
テ
ィ
&
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
生
後
6
カ
月
ま
で
の
子
を
持
つ
マ

マ
や
妊
婦
さ
ん
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
で
す
。
友
達
づ
く
り
に

来
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
26
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
、
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

丈
夫
な
骨
づ
く
り

　
　

　
　
　
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　
超
音
波
骨
密
度
測
定
と
、
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
の
食
事
や
運
動
に
つ
い

て
の
講
話
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
女
性
に
多
く
、

特
に
閉
経
後
は
急
激
に
骨
密
度
が
減

少
し
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
骨
折
は

寝
た
き
り
の
原
因
と
も
な
る
た
め
、

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
は
大
切
で
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
自
分
の
骨
密
度

を
知
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
い

っ
ぱ
い
の
料
理
の
試
食
配
布
も
あ
り

ま
す
。

日
程
・
場
所
　
3
月
3
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
3
月
6
日
㈭
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
・
時
間
　
①
コ
ー
ス
・
午
前

9
時
30
分
〜
10
時
、
②
コ
ー
ス
・
午

前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分
、
③
コ
ー

ス
・
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
受
け
付
け
は
、
各
コ
ー
ス
15
分
前

か
ら
開
始
し
ま
す
。

対
象

　
20
歳
以
上
で
現
在
骨
粗
し
ょ

う
症
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
女
性

各
コ
ー
ス

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
持
っ
て
い
る

人
は
健
康
フ
ァ
イ
ル

参
加
費
　
無
料

※
骨
密
度
の
測
定
は
、
は
だ
し
で
行

い
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど

の
着
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
す
る
日
程
、
希
望
コ

ー
ス
を
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
健

康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
4
・

k
en
k
ou
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

し
ろ
い
「
こ
こ
ろ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
4
」

　
市
で
は
、
N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・

ち
ば
と
共
催
で
、「
自
然
へ
の
備
え

と
支
援
〜
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
考
え
る
〜
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
1
部
、
2
部
で
は
警
察
署
や
消
防

署
、
精
神
科
医
療
関
係
者
に
よ
る
講

演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
3
部
で
は
映
画
「
生

命
（
い
の
ち
）
の
こ
と
づ
け
〜
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
3
・
11
〜
」
を
上

映
し
ま
す
。
ま
た
陶
芸
や
絵
画
な
ど

の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
災
害
対
策
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
目
を
向
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

日
時

　
2
月
16
日
㈰

　
午
後
1
時
〜

4
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
作
品
展
示
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
1
階
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
　
印
西
警
察
署
　
金
田

晴
男
警
部
補
、
手
賀
沼
病
院
　
増
岡

克
彦
心
理
士
、
白
井
消
防
署
　
村
田

健
吾
消
防
司
令
補

参
加
費
　
無
料

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

健
康
増
進
ル
ー
ム
臨
時

休
館

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
保
守
点

検
の
た
め
、
2
月
5
日
㈬
は
健
康
増

進
ル
ー
ム
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
健
康
課
健
康
増
進
ル
ー
ム

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
6

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
職
員
募
集

　
各
種
講
座
開
催
の
補
助
な
ど
を
行

う
作
業
療
法
士
ま
た
は
看
護
師
を
募

集
し
ま
す
。

期
間

　
4
月
1
日
㈫
〜
8
月
30
日
㈯

日
時

　
月
6
日
程
度

　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
休
憩
時
間
あ
り
）

対
象

　
作
業
療
法
士
免
許
取
得
者
ま

た
は
看
護
師
免
許
取
得
者
　

時
給
　
作
業
療
法
士
2
、
2
0
0
円
、

看
護
師
1
、
3
4
0
円
（
別
途
通
勤

手
当
あ
り
）

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、

2
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
5
へ

小
中
学
校
補
助
教
員
・

介
助
員
等
の
臨
時
職
員

募
集

　
小
・
中
学
校
の
学
校
補
助
教
員
・

個
別
支
援
学
級
介
助
員
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
下
表
の
通

り
で
す
。
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
数

　
若
干
名

勤
務
場
所

　
市
内
小
・
中
学
校

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
写
真
添
付
し
、
教
員
免
許

状
ま
た
は
保
育
士
資
格
証
明
書
（
単

位
取
得
見
込
み
証
明
書
な
ど
）
添
え

て
、
直
接
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内

線
3
4
2
2
へ

図
書
館
非
常
勤
職
員
募
集

　
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
図
書
の
整
理

作
業
を
行
う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

要
件
・
人
数

　
体
力
に
自
信
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

　
若
干

名期
間

　
4
月
1
日
㈫
〜
平
成
27
年
3

月
31
日
㈫

日
時
　
週
3
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
勤
務
あ
り
）　
午
前
9
時
〜
午
後

7
時
15
分
（
1
日
7
時
間
の
シ
フ
ト

制
）

場
所
　
図
書
館
お
よ
び
冨
士
セ
ン
タ

ー
図
書
室

時
給
　
司
書
資
格
あ
り
9
4
0
円
・

資
格
な
し
8
4
0
円
（
別
途
通
勤
手

当
あ
り
）

※
後
日
、
面
接
を
行
い
、
選
考
結
果

は
全
員
に
通
知
し
ま
す
が
、
合
否
に

係
る
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

　
履
歴
書
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
有
資
格
者
の
み
司
書
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
2
月
14

日
㈮
ま
で
に
、
直
接
図
書
館

　
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
2
へ

※
受
け
付
け
は
、
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
休
館
日
を
除
く
）
ま
で

職種 個別支援学級介助員 学校補助教員

登録
資格

幼・小・中学校いずれか
の教員免許取得者、また
は保育士の資格取得・取
得見込みの者

小学校または中学校教員
免許取得・取得見込みの
者

勤務
条件

週5日（学校の休業日は
除く）8：15 ～ 16：00（週
35時間勤務・休憩あり）
時給　1,250円（通勤手当
あり）

週3 ～ 5日（学校の休業
日は除く）、週20時間勤
務（勤務時間は要相談）
時給　1,250円（通勤手当
あり）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

サロンの活動の様子
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健
康
奨
励
賞
表
彰
式

　
健
康
奨
励
賞
表
彰
式
が
、
平
成
25

年
12
月
10
日
に
、
市
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
は
、
白
井
の
子
ど
も

達
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
市
学

校
保
健
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
各
小
・
中
学
校
の
最
高
学

年
で
あ
る
小
学
6
年
生
、
中
学
3
年

生
の
中
か
ら
、
知
育
・
徳
育
・
体
育

に
お
い
て
、
健
や
か
な
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
、
児
童
・
生
徒
、
男
女

1
人
ず
つ
が
選
ば
れ
、
合
計
28
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線
3

4
2
2

学
校
体
育
施
設
の
定
期

利
用
団
体
登
録
を
開
始

　
小
・
中
学
校
体
育
施
設
を
定
期
的

に
利
用
す
る
場
合
は
、
団
体
利
用
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

営
利
行
為
を
目
的
と
し
た
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
必
ず
し
も

希
望
日
時
で
定
期
利
用
が
で
き
る
こ

と
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

利
用
施
設

　
校
庭
、
体
育
館
、
柔
剣

道
場
、
庭
球
場

※
校
庭
で
の
子
ど
も
の
硬
式
野
球
と

大
人
の
野
球
、
体
育
館
で
の
フ
ッ
ト

サ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
期
間
　
4
月
1
日
㈫
〜
9
月
30

日
㈫

対
象

　
10
人
以
上
の
市
内
在
住
在
勤

在
学
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体

※
登
録
に
は
成
人
の
管
理
責
任
者
が

必
要
で
す
。

電
気
料
金
負
担
額

　
体
育
館
・
1
時

間
1
4
0
円
、
柔
剣
道
場
・
1
時
間

70
円
、
そ
の
他
・
無
料

※
平
成
26
年
4
月
よ
り
電
気
料
金
負

担
額
を
改
定
し
ま
す
。

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
直
接
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線

3
4
3
4
〜
6
へ

運
動
公
園
か
ら
の
お
知

ら
せ

①
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時
　
2
月
26
日
㈬
　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
な
ど
）

②
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
専
用
ポ
ー
ル
を
持
ち
な
が
ら
歩
く

こ
と
で
、
正
し
い
姿
勢
で
バ
ラ
ン
ス

良
く
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
運
動
効

果
も
ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
運
動
方
法

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
27
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
荒
天
中
止
）
対
象

　
一
般

　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
保
険
代
な
ど
）

持
ち
物
　
5
0
0
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
入
る
袋

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
、
ポ
ー
ル

を
借
り
る
場
合
は
別
途
5
0
0
円
掛

か
り
ま
す
。

申
・
問

　
①
・
②
と
も
2
月
23
日
㈰

刻字教室日程表
日程 内容

3月1日㈯ 開講式、「刻字」の説明、手本書き
3月8日㈯

実
習

板にのりつけ、すてノミ
3月15日㈯ 本ノミ、はつり、落款印、着色

3月22日㈯ 金
きんぱく

箔はり

3月29日㈯
仕上げ

閉講式

ま
で
に
、
電
話
か
直
接
運
動
公
園

☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

刻
字
教
室
参
加
者
募
集

　
白
井
高
等
学
校
の
開
放
講
座
修
了

者
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
白
井
刻

字
サ
ー
ク
ル
で
は
、
今
年
も
刻
字
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り
（
全

5
回
）

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
元
白
井
高
校
教
諭
　
松
岡
博

（
白
駒
）
さ
ん

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
材
料
費
）

申
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
） 

、
電
話
番
号
、
刻
字
教
室
希

望
と
記
入
の
上
、
2
月
11
日
㈷
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
へ

問
　
白
井
刻
字
サ
ー
ク
ル
　
堀
☎

（
4
9
1
）
3
3
8
2

順天堂大学と連携協働に関する協定を締結しました
　市は、平成25年12月26日に順天堂大学
と「白井市と順天堂大学の連携協働に関
する協定」を締結しました。
　この協定は、市と順天堂大学が包括的
な連携を図り、相互の発展を目指すもの
で、市が大学と協定を締結するのは、初
めてとなります。
　市役所での調印式では、木南順天堂大
学学長と伊澤市長が協定書に調印し、こ
れから緊密な連携のもと、双方に良好な関係を築き、互いの発展を目指してい
くことを確認しました。
　連携協働の分野は、スポーツの振興、健康づくり、医療、福祉、教育、人材育成、
生涯学習、学術研究、まちづくりなどとし、今後大学と具体的な取り組みを検
討していきます。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431

表彰された児童・生徒の皆さん

木南順天堂大学学長（右側）と伊澤市長教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

コ  

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
講
座

　
ち
ょ
っ
と
し
た
手
入
れ
で
指
先
も

心
も
明
る
く
な
る「
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ネ
イ
リ
ス
ト
　
染
野
尚
代
さ
ん

持
ち
物
　
マ
ニ
キ
ュ
ア
な
ど
の
ネ
イ

ル
用
品
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
2
月
16

日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ  「
わ
ず
か
6
秒
で
決

ま
る
！
」
第
一
印
象
を

よ
く
す
る
講
座

　
人
の
印
象
は
、
会
っ
て
数
秒
で
決

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
印
象
を
ア
ッ
プ
し
て
、「
就

活
」
や
「
婚
活
」
な
ど
に
役
立
て
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
23
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

高
校
生
以
上
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
田
皓ひ

ろ
み美
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
2
月
16

日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

子

育

て

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
&
い
ち
ご

ク
ラ
ブ

　
3
月
に
行
う
「
児
童
ル
ー
ム
ま
つ

り
」
に
出
品
す
る
壁
飾
り
を
作
っ
た

後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
2
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
9
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

　
全
3
回
の
う
ち
、
2
回
は
ヨ
ガ
を

体
験
し
、
1
回
は
参
加
者
の
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
み
ん
な
で
ヨ
ガ
と
子
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
14
・
21
・
28
日
（
各
金

曜
日
・
全
3
回
）　
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
15
分

対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
未
就
園
児

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

※
市
内
在
住
・
在
勤
者
が
対
象
で
す
。

講
師
　
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
認

定
講
師

　
K
A
O
R
I

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
子
ど

も
用
の
菓
子
と
音
が
出
な
い
お
も
ち

ゃ
、
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

参
加
費

　
3
0
0
円
（
保
険
代
）

申
　
2
月
9
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
「
お
ひ
な
さ
ま
」
を
親
子
で
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
17
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
13
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

お
ひ
な
さ
ま
制
作

　　
折
り
紙
や
画
用
紙
を
使
っ
て
「
お

ひ
な
さ
ま
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
裏
に

は
、
子
ど
も
の
手
形
も
飾
り
ま
す
。

日
時
　
2
月
24
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
お
し
ぼ
り
か
手
拭
き
タ
オ
ル

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

桜  

た
ま
ぴ
よ
学
級
「
消

防
士
に
よ
る
救
急
救

命
」

　
消
防
士
か
ら
、
子
ど
も
が
も
し
も

の
時
の
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
妊
娠
中
の
人
も
気
軽
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
2
月
27
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
23
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

おひなさまタペストリー

　「心をつなぎ支え合う地域づくり」をテーマに、住民同士に
よる触れ合いのまちづくりの推進を目指し、第27回白井市社
会福祉大会を開催します。
　福祉の発展に寄与した皆さんの表彰やサックスの演奏会の
ほか、「デフリンピック競技大会ソフィア2013」の陸上100㍍
ハードルで銅メダルを獲得した、市出
身の田井小百合さんによる「娘に金メ
ダルを！！～デフリンピックへの挑戦
～」を演題にした講演会を行います。
※「デフリンピック」は、国際オリン
ピック委員会の承認を得ている世界規
模の聴覚障害者スポーツ競技大会です。
日時　2月22日㈯　午後1時～ 4時
場所　文化会館中ホール
対象　一般　200人（先着順）
入場料　無料
■問　社会福祉協議会　☎（492）5713

社  白井市社会福祉大会

競技中の田井さん



◆
白
井
美
術
会
「
冬
季
展
」

　
日
本
画
部
門
と
洋
画
部
門
が
合
同

で
開
催
す
る
作
品
展
で
す
。

日
時

　
2
月
4
日
㈫
〜
2
月
9
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
　
加
藤
☎
（
4
9
1
）
3
3
3
3

◆
陶
芸
専
攻
科
作
品
展

　
県
生
涯
大
学
校
東
葛
飾
学
園
江
戸

川
台
校
舎
陶
芸
専
攻
科
2
年
生
に
よ

る
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
5
日
㈬
〜
2
月
8
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

※
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

は
午
後
6
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
市
）

問
　
猪
狩
☎
（
4
9
2
）
8
2
3
2

◆
み
る
く

　
親
子
で
遊
ん
だ
後
に
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
交
流
の
場
で
す
。

日
時
　
2
月
7
日
㈮
、
3
月
7
日
㈮

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
冨

士
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
、
地
域
の
人
（
自
由
参
加
）

※
ケ
ー
キ
は
1
0
0
円
で
、
飲
み
物

は
無
料
で
す
。

問
　
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
4
月
20
日
㈰
の
午
後
1
時
か
ら
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
で
、「
に
こ
に

こ
シ
ニ
ア
社
交
ダ
ン
ス
2
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　【
初
級
】　
2
月
7
日

㈮
　
正
午
〜
午
後
2
時
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
2
月
14
日
㈮
・
21
日
㈮

　
正

午
〜
午
後
2
時
・
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　【
中
・
上
級
】　
2
月

21
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3
時
・
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
年
会
費

3
、
0
0
0
円
　
参
加
費
　
初
級
・

1
回
3
0
0
円
、
中
・
上
級
・
1
回

5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部

　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
講
演
会
「
平
和
憲
法
と
日
本
の
将

来
」

　
憲
法
の
い
う「
平
和
主
義
の
意
義
」

を
現
在
の
情
勢
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

学
習
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け

て
の
課
題
を
考
え
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
　
場
所
　
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル
　
講
師
　
法
政
大
学
大
原
社
会

問
題
研
究
所
　
五
十
嵐
仁
教
授
　
参

加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
　
し
ろ
い
・
九
条
の
会
　
伊
藤
☎

（
4
9
1
）
8
6
0
6

◆
初
め
て
3
㌔
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
走
り
の
基
本
を
学
ぶ
初
心
者
対
象

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
座
で
す
。
正
し
い

走
り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
11
日
㈷
・
22
日
㈯

　
午
後

1
時
15
分
〜
3
時
15
分
（
小
雨
決
行
）

※
両
日
と
も
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

場
所
　
北
総
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の

文
化
館
（
印
西
市
）　
対
象
　
ジ
ョ

ギ
ン
グ
初
心
者
　
15
人
（
申
し
込
み

順
）　
参
加
費
　
1
回
の
み
1
、
0

0
0
円
、2
回
は
1
、5
0
0
円
（
施

設
使
用
料
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
氏
名
と
電
話
番
号
を
富
所
☎

0
4
7
6
（
3
7
）
3
0
7
1
・

0
4
7
6
（
3
7
）
3
0
7
2
・

su
pport@

sr-tom
i.com

へ

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援

講
座「
離
乳
食
〜
母
乳
育
児
の
赤
ち
ゃ

ん
の
離
乳
食
っ
て
ど
う
す
る
の
？
〜
」

　
入
退
出
自
由
の
講
座
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

　
場
所

　
印
西
市
立
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

　
対
象

　

母
乳
育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族

　

参
加
費
　
無
料
　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
白
井
市
陸
上
協
会
で
は
白
井
梨
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
5
㌔
㍍
コ
ー
ス
で
申

告
制
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

上
位
入
賞
者
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
15
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

（
集
合

　
午
前
9
時
）　 

場
所
　
白

井
運
動
公
園

　
対
象
　
高
校
生
以
上

（
自
由
参
加
）　
参
加
費
　
3
0
0

円
（
保
険
代
ほ
か
）

問
　
秋
谷
☎
（
4
9
7
）
0
2
7
4

◆
印
旛
郡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
　
2
月
16
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

場
所
　
佐
倉
市
民
体
育
館
　
種
目
　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

　
部
門

　

1
部
、
2
部
、
45
歳
以
上
も
し
く
は

合
計
年
齢
90
歳
以
上
の
部

　 

対
象

印
旛
郡
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
　
参
加
費
　
1
人
1
、
0

0
0
円

申
・
問

　
2
月
6
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
は
が
き
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
種
目
を
記
入
の
上
、

〒
2
8
5
―
0
8
6
3

　
佐
倉
市
臼

井
6
8
4
―
1
―
1
2
0
4

　
布
施

邦
彦
☎
0
4
3
（
4
6
3
）
3
8
9

9
へ

※
詳
細
は
佐
倉
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
が
で
き
、

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
北
総
里
山
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
イ
ノ

シ
シ
と
北
総
の
自
然
」

　
全
国
で
も
北
総
地
域
は
自
然
価
値

が
高
い
状
況
で
す
が
、
耕
作
放
棄
地

を
中
心
に
生
息
域
を
広
げ
、
農
地
に

被
害
を
与
え
つ
つ
あ
る
イ
ノ
シ
シ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息
状
況
と
対
策
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
16
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

5
時
　
場
所
　
印
西
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
1
0

0
人
（
先
着
順
）　
講
師

　
東
京
大

学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

　

宮
下
直
教
授
、
千
葉
県
生
物
多
様
性

セ
ン
タ
ー

　
浅
田
正
彦
さ
ん

　
参
加

費
　
無
料

問
　
北
総
里
山
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
長

谷
川

（
4
7
2
）
1
1
6
2
・ 

m
h
ase
@
b
io
.sci.to

h
o
-u
.

ac.jp

◆
ご
み
減
量
・
分
別
講
習
会

　
印
西
地
区
ご
み
減
量
推
進
連
絡
会

で
は
、
印
西
地
区
の
「
ご
み
処
理
の

現
状
」
や
「
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
、

出
し
方
」
を
学
べ
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
希
望
者
は
「
ご
み
分
別
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
登
録
も
で
き
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
20
日
㈭
　
午
後
2
時
〜

4
時
　
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
白
井
市
・
印
西
市
・
栄
町
在

住
者
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）　
参

加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
3
日
㈪
か
ら
2
月
17

日
㈪
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
印
西
地
区
ご
み
減
量
推
進
連
絡
会

事
務
局
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7

3
2
・

0
4
7
6
（
4
7
）
1
7

6
5
・

 g
y
o
u
m
u
@
in
k
an
-

jk
.or.jp

へ

◆
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活
用

協
議
会
「
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵

塊
調
査
」

　
平
塚
の
山
王
谷
津
田
に
冬
の
間
も

水
を
張
る
「
冬
期
湛た

ん
す
い水
」
を
行
い
、

絶
滅
危
惧
種
の
「
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
」
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
エ
ル
の
「
卵
塊
」
を
一
緒

に
調
査
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
22
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）　
集
合
場
所
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
平
塚
の

里
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
平
塚
の
延
命

寺
北
側
）　
対
象
　
市
民
　
20
人（
申

し
込
み
順
）　
講
師
　
千
葉
県
立
船

橋
芝
山
高
校
　
佐
野
郷
美
教
員
　
持

ち
物
　
飲
み
物
　
参
加
費
　
1
0
0

円
（
保
険
料
ほ
か
）

申
・
問

　
2
月
17
日
㈪
ま
で
に
電
話
で

N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務
所

☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
2
月
22
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
一
般

（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

イ

ベ

ン

ト

①

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

西白井複合センターまつり日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示 8日㈯・9日㈰
木彫り、生け花、編み物作品、書道、俳句、写真、押し花の額、
工芸品、介護予防、サークル活動内容紹介パネル（終日）

発表・体験

8日㈯・9日㈰ 将棋対局、パソコン体験（終日）

8日㈯
親子体操（10：00 ～）、ウクレレ演奏、DVD上映会、フラダ
ンス（10：30 ～）、三味線合奏（11：30 ～）、カラオケ発表（13：
00 ～）、遊び体験広場（13：40 ～）

9日㈰

大正琴の演奏（10：00 ～）、フラダンス（10：50 ～）、DVD上
映会、ピアノ・キーボードでの合奏・合唱（11：00 ～）、ジャ
ズダンス（11：25 ～）、ジャズ・バンド演奏（12：30 ～）、舞
踊（13：20 ～）

模擬店・
販売

8日㈯ おしるこ

9日㈰ 革製品

8日㈯・9日㈰
焼きそば、フランクフルト、ポップコーン、竹炭、竹酢液、竹
細工、チョコレート、手作り小物、エプロン、菓子、パン、お
でん、手作りケーキ、フリーマーケット（終日）

児童館

8日㈯
フラワーアレンジメント、キッズクラブ（10：00 ～）、読み
聞かせ（13：00 ～）

9日㈰
ゲーム遊び・工作（10：00 ～）、パネルシアター・手遊び（13：
00 ～）

西   西白井複合センターまつり
日時　2月8日㈯・9日㈰　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり にしふくちゃんファミリー

子

ど

も

公  

作
っ
て
み
よ
う

　
風
船
と
小
麦
粉
で
「
風
船
人
形
コ

ム
ギ
ン
」
を
作
ろ
う
。

日
時
　
2
月
15
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費

　
1
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
12
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
お
父
さ
ん
と
楽
し
く
「
ス
モ
ー
ク

作
り
」
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
父
親

　
8
組

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

※
持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

時
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
2
月
9
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   風呂休止のお知らせ
　浴槽ろ過装置タンクの修繕工事に伴い、2月19日
㈬・20日㈭は、風呂の利用ができません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほど
よろしくお願いします。

■問　福祉センター　☎（492）2022

風船人形コムギン

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため徒歩や自転車、
車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

みんなで来てね♪
センターフェスティバル
みんなで来てね♪

センターフェスティバル
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

学童保育所入所説明会日程
名称・開催場所 開催日時 連絡先

清水口学童保育所
2月6日㈭
入学説明会終了後

（491）3565

大山口学童保育所・
大山口第2学童保育所

2月6日㈭
入学説明会終了後

（491）2364

白井第三学童保育所・
白井第三第2学童保育所

2月6日㈭
入学説明会終了後

（402）3100

池の上学童保育所
2月8日㈯
午前10時～

（492）5477

桜台学童保育所
2月16日㈰
午前10時～

（492）7388

白井第一学童保育所 説明会は終了しま
したので、詳細に
ついては各学童保
育所に問い合わせ
てください。

（492）2877

南山学童保育所・
南山第二学童保育所

（492）0484

七次台学童保育所 （492）6630

◆
学
童
保
育
所
の
入
所
説
明
会

　
学
童
保
育
所
は
両
親
が
働
い
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
保
護
者
が
留
守
が

ち
に
な
る
家
庭
の
小
学
1
か
ら
6
年

生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
放
課
後

や
休
校
日
を
指
導
員
と
一
緒
に
楽
し

く
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
場
所
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
入
所
を
希
望
す
る

人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
下
表
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
子
ど
も

の
入
所
を
希
望
す
る
保
護
者
は
必
ず

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
営
内
容
や
保
育
料
に
つ
い
て
は

各
学
童
保
育
所
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
下
表
の
各
学
童
保
育
所
連
絡
先

（
平
日
の
午
後
1
時
以
降
）

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

　
き
れ
い
な
音
色
の
大
正
琴
を
あ
な

た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
〜
3

時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
2
月
9
日
㈰
に
開
催
す
る
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
午
前
10
時

か
ら
演
奏
を
発
表
し
、
3
月
に
無
料

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

問
　
村
杉
☎
（
4
9
2
）
5
0
5
7

◆
青
空
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
参
加

者
募
集

　
自
然
の
中
で
、
親
子
一
緒
に
心
と

体
を
育
て
合
う
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
時
　
4
月
か
ら
平
成
27
年
3

月
ま
で
の
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分

※
活
動
日
数
は
年
30
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

対
象
　
歩
き
始
め
か
ら
入
園
前
ま
で

の
子
と
そ
の
保
護
者
　
30
組
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
年
間
2
8
、  

0
0
0
円

※
2
月
20
日
㈭
の
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で
印
西
市
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を
開
催
す

る
の
で
、
参
加
希
望
の
人
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
3
月
2
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
で
親
子
の
氏
名
、

子
ど
も
の
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
0
―
1
4
2
5

　
白
井
市
池

の
上
2
―
8
―
4

　
藤
岡
直
子
☎

（
4
9
1
）
1
2
6
9
へ

◆
平
成
26
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

入
学
生
2
次
募
集

　
自
治
会
活
動
や
福
祉
施
設
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
興
味
の
あ
る
県
内

在
住
の
55
歳
以
上
の
人
を
募
集
し
ま

す
。
願
書
は
県
生
涯
大
学
校
各
学
園

や
県
高
齢
者
福
祉
課
、
市
高
齢
者
福

祉
課
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

募
集
期
間
　
2
月
10
日
㈪
〜
2
月
28

日
㈮
　
対
象
　
昭
和
34
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

問
　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
☎

0
4
3
（
2
6
6
）
4
7
0
5

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
飛
行
・
歯

科
・
薬
剤
）
お
よ
び
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
公
募
・
技
能
公
募
）
を
募
集

し
ま
す
の
で
受
験
資
格
や
試
験
日
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
予
備
自
衛
官
補

　
4
月

2
日
㈬
ま
で

　
幹
部
候
補
生
　
4
月

25
日
㈮
ま
で

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

イ

ベ

ン

ト

②

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　南山学童保育所および白井第三学童保育所では、放課後や休校日の児童の保
育をサポートする指導員を募集します。
　資格要件や各種手当、応募方法など詳細については、各学童保育所に問い合
わせてください。

■ 学童保育所の指導員を募集します ■

学童保育所指導員募集要項
南山学童保育所 白井第三学童保育所

勤務日時

週5日勤務
平　日　12：00 ～ 19：00
土曜日　8：00 ～ 16：00
休校日　8：00～ 19：00のシフト制

平　日　13：00 ～ 19：00
土曜日　8：00 ～ 18：00
休校日　7：30～ 19：00のシフト制

勤務場所 南山小学校内 白井第三小学校敷地内

賃金 専任指導員（月給）　104,475円 専任指導員（月給）　111,900円
専任外（時給）　　　　   850円

問い合わせ先 南山学童保育所☎（492）0484
（正午～午後3時）

白井第三学童保育所☎（402）31
00（平日の午後1時～ 7時）

◆
B
ー
P
祭
（
ゲ
ー
ム
大
会
）

　「
B
ー
P
祭
（
ビ
ー
ピ
ー
さ
い
）」

は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
創
立
者
で

あ
る
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
卿
の
誕

生
日
を
祝
う
祭
で
す
。
世
界
の
国
々

で
親
し
ま
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
女
の
子
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
2
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
　
場
所
　
北
総
花
の
丘
公

園
（
印
西
市
）　
対
象
　
年
少
か
ら

小
学
4
年
生
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西

白
井
第
1
団
　
佐
藤
☎
0
9
0
（
9

0
1
5
）
6
7
6
2
・ 

 in
zaish

i

roi1@
y
ah
oo.co.jp

へ
（
電
話

は
午
後
6
時
以
降
）

◆
白
井
市
・
印
西
市
共
催
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
（
ミ
ッ
ク
ス
個
人
戦
）

日
時
　
3
月
9
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

場
所
　
印
西
市
松
山
下
公
園
総
合
体

育
館
　
種
目
　
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

個
人
戦
　
部
門
　
1
部
16
ペ
ア
、
2

部
（
オ
ー
プ
ン
）
48
ペ
ア
　 

対
象

中
学
生
以
上

　
参
加
費

　
高
校
生
以

下
1
人
1
、
0
0
0
円
、
一
般
1
人

1
、
5
0
0
円

申
・
問

　
3
月
1
日
㈯
（
必
着
）
ま

で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
種
目
を
記

入
の
上
、
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

白
井
市
清
水
口
2
―
11
―
1
―
1

佐
藤
和
美
☎
・

（
4
9
2
）
9
3

0
3
へ

※
白
井
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

◆
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
花
を
咲
か
せ

よ
う

　
花
の
年
間
の
管
理
方
法
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
植
え
替
え
や
株
分
け
の
実

演
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
3
月
9
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
16
歳
以
上

の
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
緑
の
相
談
員

　
吉
村
孝
相
談

員
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
9
日
㈰
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立
北
総
花

の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4

0
3
0
へ

高

齢

者

ボ  
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

65
歳
以
上
の
人
の
社
会
参
加
や
健
康

増
進
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
を
考
え
て
い
る
人
向
け
に
、

制
度
や
活
動
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
2
月
4
日
㈫
　
午
後
2
時
〜

3
時

※
後
日
、
個
別
対
応
の
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
か
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お

市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
　
2
月
26
日
㈬

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福  

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
!
カ

ラ
オ
ケ
術

　
プ
ロ
の
歌
手
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
で
使

え
る
「
術
」
を
学
び
、
今
よ
り
楽
し

く
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
4
時
30
分
〜
6
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ふ
る
さ
と
歌
手
　
髙
城
靖
雄

さ
ん

参
加
費

　
1
、
2
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
2
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

縫
製
講
習
会

　「
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
の
小
物
入

れ
」「
手
作
り
ネ
ッ
ク
レ
ス
」「
和
服

地
の
ス
ト
ー
ル
」
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
3
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
一
級
洋
裁
師
・
マ
イ
ス
タ
ー

木
内
千
草
さ
ん

持
ち
物
　
裁
縫
道
具

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

プロから学んでみませんか

2014.2.19
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土

インフォメーション記事予定

1
■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

2 3 4 5 6 7 8
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

□消費生活相談
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□消費生活相談
■ニート引きこもり
相談会（18：00 ～ 21：
00冨士センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

9 10 11 12 13 14 15
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）
■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

【建国記念の日】 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□こころの相談（医師）
□女性生き生き相談
■交通事故相談
（10：00 ～ 14：30市役所）
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■議会定例会開会
（10：00 ～議場）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

16 17 18 19 20 21 22
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■心配ごと相談 出張
相談(10：00 ～ 15：00
福祉センター）

□消費生活相談
■ニート引きこもり相
談会（18：00 ～ 21：00
青少年女性センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

23 24 25 26 27 28
イラスト■朝市（7：00 ～ 7:45

冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□木造住宅無料耐震
診断相談会

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝日は
発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

文化会館 ☎(492)1121

項　目 内　　容 日　程 料 金

小展示
「早川義孝展
2014」

市に寄贈された早川義孝
作品の一部（15点）を展
示

2日㈰まで
9：00 ～ 17：00
（最終日は16：
30まで）

無 料

郷土史講座②
「『村のあゆみと
すがた』を読む」

『村のあゆみとすがた』か
ら昭和34年頃の白井を紹
介

13日㈭
10：00 ～ 11：00
要予約

無 料

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介。新しく寄
贈された小川瓦木作品を
紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

郷土資料館 ☎(492)1124

図書館 ☎(492)1122

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

 1日㈯ 大 髙城靖雄　新春コン
サート（新曲発表会）15：30

指定席
3,500円
自由席
2,500円

㈲髙城総合企画
☎（492）8566

 2日㈰ 中 ピティナ・ピアノス
テップ 10：40 無 料 安倍

☎（492）4714

8日㈯ 中
講演会
～平和憲法と日本の
将来～

13：30 無 料
しろい・九条の
会　伊藤
☎（491）8606

9日㈰ 大

千葉ニュータウン・
フィルハーモニー・
オーケストラ
定期演奏会

14：00

全席自由
800円
小中学生
無料

石川
☎（492）7709

15日㈯ 中
小さなピアニストた
ちによるコンサート 
（ピアノ発表会）

13：30 無 料 中前
☎（406）5615

16日㈰ 中

風の五重奏団と仲間
たち レクチャーコ
ンサートシリーズ
0歳から聴ける！“風
の五重奏団”わくわ
くコンサート

14：00
全席自由
小学生以
上500円

文化会館
☎（492）1121

22日㈯ 中 白井市社会福祉大会 13：00 無 料 社会福祉協議会
☎（492）5713

23日㈰ 中

風の五重奏団と仲間
たち レクチャーコ
ンサートシリーズ
丸山靖雄の“チェ
ロってどんな音？”

14：00
全席自由
小学生以
上500円

文化会館
☎（492）1121

27日㈭ 中 倫理経営講演会 18：45 全席自由2,000円
西浦
☎090(2554)8353

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

やじるしくんのいたずら
（45分間）

日曜日
11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人310円、
子ども150円
各々の開始
時間30分前
から券売

一般向け
投映

今宵の星座と星物語2月の
星空（45分間）

土・日曜日
13：30

しろいのなしとほしver.3
（45分間）

土・日曜日
15：00　

ひよこプラ
ネタリウム

初めてプラネタリウムを見
る幼児向けの星のお話し

19日㈬・22日
㈯
11：30 ～ 12：00

大人200円
子ども無料

星 空 の 下
（もと）で
ギリシャ神
話　
(大人向け）

冬の王者オリオン座の物語
を朗読します。物語に登場
する星座紹介もあります

20日㈭
13：30 ～ 14：10

市内
大人210円
市外
大人310円

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天候に
より中止の場合あり）

22日㈯
11：30 ～ 13:30 無　料

星を見る会

ドームで星空解説の後、実
際の星空で木星・オリオン
大星雲ほかを観望（天候に
よりドーム内解説のみとな
ります）

22日㈯
18：30 ～ 19：45

大人200円
子ども無料

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

5日・12日・19日・
26日（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなし
のへや

親子おは
なしかい

26日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み聞
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後
7時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

プラネタリウム館 ☎(492)1125

乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

日 程 時　間 場　　所

 7日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

19日㈬
10:00 ～ 11:30

西白井複合センター

27日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。27日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
18日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

25年9月生まれの人には個人通知
28日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
21日㈮ ○保 9:45 ～ 10:00 25年4月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
14日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 24年7月生まれの人には個人通知
25日㈫

2歳児歯科健康診査
19日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 23年8月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 4日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 22年8月生まれの人には個人通知
 7日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

□消費生活相談　月・火・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　火～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は9:00から
窓口で受付順　9：30から電話受付も行い
ますが、窓口受付優先）　保健福祉セン
ター社会福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第2木曜日
10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終金
曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　建
築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

各　種　相　談

「インフォメーション」コーナーへの掲載について
　広報しろいでは、市民や市内で活動する団体などが行うイベントの告知や市内活動団体の会員
募集など、皆さんから寄せられた情報を広く周知するための「インフォメーション」コーナーを
設けています。このコーナーは、記事の内容によって「イベント」と「募集・伝言板」に分類し
て掲載しています。詳しい掲載基準や申し込み方法などは市ホームページに掲載してあります。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ


